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平成20年度上野原市予算 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2～5
下水道の供用開始区域が拡大されました ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6
新病院建設に向けて　上野原市立病院建設委員会が発足 ･ ･ ･ ･ ･ ･ 7
麻しん・風しん混合定期予防接種のお知らせ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8
閉校記念式典が行われました ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8
上野原市立病院外来診療のご案内 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9
男女共同参画ニュース　スマイルＮＯ．21･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9

主 な 内 容

お茶会を体験！お茶会を体験！
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増減率（％）

0.2
△18.5
△6.7
2.8

△73.5
皆増
9.1

△75.4
△11.5
△6.1
△18.2
2.9
48.0
△1.4
△52.6
79.0
7.6
△1.9
27.6
45.3
△8.1

本年度予算額

10,567,606
6,815,184
2,762,291
94,295
680,453
507,772
1,655,945
3,945
711,079
95,141
2,579
92,305
1,533
129,573
19,802
49,598
1,948
2,818
3,324
783

17,382,790

会 　 計 　 名

一 般 会 計

特 別 会 計

計

前年度予算額

10,547,826
8,363,622
2,960,035
91,714

2,571,179
0

1,517,473
16,064
803,268
101,272
3,152
89,739
1,036
131,355
41,807
27,702
1,810
2,872
2,605
539

18,911,448

比較

19,780
△1,548,438
△197,744

2,581
△1,890,726
507,772
138,472
△12,119
△92,189
△6,131
△573
2,566
497

△1,782
△22,005
21,896
138
△54
719
244

△1,528,658

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事
業
会
計
の
予
算
は
、
市
議
会
３
月
定
例
会

に
お
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
総
額
は
１
０
５
億
6
7
6
0
万
６
千
円
。
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て
1
9

7
8
万
円（
0
・
2
％
）の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
、
地
方
と
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
将

来
に
向
け
た
確
固
た
る
基
盤
整
備
の
た
め
、
地
域
医
療
や
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
、
行
政
運
営

の
効
率
化
を
念
頭
に
行
財
政
改
革
な
ど
の
重
要
な
政
策
課
題
へ
の
対
応
、
人
件
費
の
抑
制
や
市

債
の
発
行
を
償
還
額
よ
り
抑
え
、
市
債
残
高
を
減
少
さ
せ
将
来
負
担
を
抑
制
す
る
な
ど
、
経
常

的
な
経
費
の
削
減
と
予
算
の
重
点
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
予
算
に
お
け
る
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

歳入
10,567,606
（100％）

自主財源

依存財源
 6,015,376（56.9％）

 4,552,230（43.1％）

市債
1,277,400
（12.1％）

県支出金
593,260
（5.6％）

国庫支出金
423,527
（4.0％）

地方交付税
3,023,026
（28.6％）

その他自主財源
分担金及び負担金、使用料及び手数料、
財産収入、寄附金、繰越金、諸収入　

498,828（4.7％）

市税
3,556,322
（33.7％）

その他依存財源
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

698,163
（6.6％）

繰入金
497,080
（4.7％）

★一般会計歳入の内訳（単位：千円）

予算一覧表 （単位：千円）

国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ）

国民健康保険（直営診療施設勘定）

老 人 保 健

長 寿（ 後 期 高 齢 者 ）医 療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

公 共 下 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

教 育 奨 励 資 金

大 目 財 産 区

甲 東 財 産 区

巌 財 産 区

島 田 財 産 区

上 野 原 財 産 区

檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林 保 護 財 産 区

小金沢土室山恩賜県有財産保護組合西原分収益事業

秋 山 財 産 区

西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区

内
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

上野原市予算
増の105億6,760万6千円
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歳出 
10,567,606 
（100％） 

 

 

教育費 
920,723 
（8.7％） 

衛生費 
1,394,267 
（13.2％） 

公債費 
1,983,711 
（18.8％） 

民生費 
2,381,925 
（22.5％） 

総務費 
1,997,026 
（18.9％） 

土木費 
850,447 
（8.1％） 

消防費 
531,476 
（5.0％） 

農林水産業費 
171,167（1.6％） 

その他 
議会費、労働費、商工費、 
災害復旧費、予備費 

282,644 
（2.7％） 

 

 

諸支出金 
54,220 
（0.5％） 

★一般会計歳出の内訳（単位：千円）

病
院
事
業
会
計
当
初
予
算
は
、
4
月
か
ら

9
月
ま
で
の
公
設
公
営
の
予
算
と
、
10
月
か

ら
の
指
定
管
理
者
制
度
移
行
後
の
公
設
民
営

に
伴
う
予
算
か
ら
編
成
し
た
年
間
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
支
は
、
11
億
6
4
1
0
万
1
千

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
、
7
億

9
3
5
3
万
円（
40
・
5
％
）の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
指
定
管
理
者
制
度

へ
の
移
行
に
伴
い
4
月
〜
9
月
ま
で
の
予
算

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

事
業
収
益
で
は
、
医
業
収
益
全
体
と
し
て

9
億
9
6
0
7
万
3
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
内
訳
は
、
入
院
収
益
4
億
6
4
8

9
万
3
千
円（
患
者
数
1
万
5
9
2
1
人
）、

外
来
収
益
4
億
1
8
9
1
万
8
千
円（
患
者

数
5
万
1
6
1
0
人
）、
そ
の
他
医
業
収
益

用語解説
《歳入》
市　税 市民税や固定資産税など
繰入金 各種基金からの繰入金など
分担金及び負担金
保育料、老人ホーム入所者負担金など
使用料及び手数料 市営住宅使用料、文

化ホール使用料など
財産収入 土地貸付収入など
繰越金 前年度から持ち越したお金
諸収入 他の収入科目に含まれない収入
地方交付税 市の財政力などに応じて国

から交付されるお金
国庫支出金　特定の目的のために国から

交付されるお金
県支出金　特定の目的のために県から交

付されるお金
市　債　事業を行うために国や金融機関

などから借り入れるお金
地方譲与税
一旦国税として徴収されその後、市町
村に譲与される税。地方道路譲与税や
自動車重量譲与税など

地方消費税交付金
消費税の5分の1は地方消費税として、
県並びに市町村に交付されます。

ゴルフ場利用税交付金
県が収納したゴルフ場利用税の１０分
の７が、ゴルフ場所在の市町村に交付
されます。

自動車取得税交付金 県に納付された自
動車取得税の約70％が市町村に交付さ
れます。

《歳出》
議会費 議会活動にかかる経費
総務費 市の全般的な事務経費など
民生費 児童・高齢者福祉や生活保護な

どの経費
衛生費 健康にして衛生的な生活環境を

保持するための経費
労働費 労働者の生活安定や勤労青少年

ホームの維持管理のための経費
農林水産業費 農業、林業の振興などの　

経費
商工費 商工業の振興や観光宣伝などの

経費
土木費 道路、河川、市営住宅の整備な

どの経費
消防費 消防、救急業務、地域防災のた

めの経費
教育費 教育委員会、幼稚園、小中学校

等、全ての教育に関する経費
災害復旧費 災害復旧工事などの経費
公債費 過去の借入金の返済金
諸支出金 各種基金への積立金

平成20年度
前年度比1,978万円（0.2％）

1
億
1
2
2
6
万
2
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
医
業
外
収
益
と
し
て
受
取
利

息
・
他
会
計
負
担
金
等
1
億
6
8
0
2
万
5

千
円
、
特
別
利
益
と
し
て
3
千
円
を
そ
れ
ぞ

れ
見
込
ん
で
い
ま
す
。

事
業
費
用
で
は
、
医
業
費
用
と
し
て
給
与

費
・
材
料
費
等
11
億
4
3
6
9
万
2
千
円
、

医
業
外
費
用
と
し
て
支
払
利
息
等
1
0
4
0

万
6
千
円
、
特
別
損
失
3
千
円
、
予
備
費
1

0
0
0
万
円
で
す
。

資
本
的
収
支
は
、
資
本
的
収
入
と
し
て
企

業
債
、
一
般
会
計
出
資
金
等
3
3
0
1
万
2

千
円
、
資
本
的
支
出
と
し
て
建
設
改
良
費
、

企
業
債
償
還
金
、
長
期
貸
付
金
等
3
億
9
2

3
2
万
7
千
円
を
計
上
し
、
不
足
額
3
億
5

9
3
1
万
5
千
円
は
、
当
年
度
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
等
で
補
て
ん
し
ま
す
。

企
業
会
計
予
算
　
病
院
事
業
会
計



★防災ガイドブックと
非常時持出袋（全戸配布）事業　38,344千円

非常時の際にどう対応したらよいか？非常時の際に必ず持ち出すも
のを各家庭で準備しておくための事業です｡
★60㌧級・40㌧級耐震性貯水槽建設事業　19,934千円
地域防災体制を維持するため耐震性貯水槽を建設し、非常時に備え
るための事業です。
★小型動力ポンプ付積載車購入事業　14,152千円
自主防災の強化と地域防災体制を維持するため、消防分団が使用す
る小型動力ポンプ付積載車を購入、更新する事業です。
★急傾斜地崩落対策事業負担金　　3,000千円
法令に基づき、県知事が指定した急傾斜地崩壊危険区域内の災害か
ら身を守るため崩落防止工事を施工する事業です。
★防犯パトロール業務　7,350千円
青色回転灯を搭載したパトロールカーにより犯罪の未然防止と、市
民のみなさんが安心できるための防犯パトロールを実施します。
★水源林整備事業　7,250千円
自然環境の保全のため、森林の保育作業（間伐・枝打・下刈等）を行
い、水源林の整備を行う事業です。

安心して健やかに暮らせる都市
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★スクールバス等
購入事業　20,416千円

学校の適性配置を推進するためスクール
バス等を購入する事業です。
★スクールバス運営費　31,173千円
学校適正配置によるスクールバスの増加
を含め、小・中学校の通学のための運行
経費です。
★学校適性配置推進事業　6,893千円
学校の適性配置を推進するための事業で
す。
★上野原の大ケヤキ

保護工事調査事業　3,020千円
国指定天然記念物「上野原大ケヤキ」樹
勢回復のための調査事業です。
★上野原中学校防水工事　22,180千円
適正配置の拠点校となった上野原中学校
の施設を改善し、生徒の学習環境を充実
したものにする工事です。

★観光パンフレット新規作成費　3,000千円
観光事業推進のために新しくパンフレットを
作成し情報発信する事業です。
★商工業振興事業　22,136千円
上野原市商工会や工場設置奨励条例に基づく
企業に対して補助を行い、地域産業の振興を
図る事業です。
★八重山整備事業　34,830千円
八重山を、五感をリフレッシュさせる癒しを
イメージした森林エリアに整備し、市民の憩
いの場と観光資源としても利用するための事
業です。
★森林整備地域活動支援

交付金事業補助金　9,721千円
森林の境界確認や歩道の整備などに対して、
交付金を受けて実施する事業で、これにより
林業の活性化をはかるための事業です。

学びの文化交流都市

平
成
20
年
度
の

主
な
事
業
（
一
般
会
計
）

きらりと光る産業都市



★情報通信基盤整備事業　698,600千円
各家庭まで光ファイバケーブルを敷設し、住
民サービスの向上をはかるとともに、地域間
の情報通信格差を是正するための事業です。

★市道一古沢安寺沢線ほか
１路線整備事業　　70,004千円

辺地対策事業で2路線の改良等工事を行いま
す。

★上野原駅周辺整備事業　4,200千円
福祉・教育・観光・交通など、市にとって拠
点整備の核となる上野原駅周辺整備の、計画
施設の基本構想を策定する事業です。
★山梨県営生活

関連林道開設事業 19,000千円
林道富士東部線（南線秋山工区・北線上野原工
区）の開設事業を負担金等により整備を行いま
す。

★新市立病院基本計画策定事業　8,358千円
市立病院をこれからどうしていったらよいか基本
計画を策定し、地域医療の充実を図るための事業
です。
★妊婦・乳幼児健康診査事業　9,656千円
妊婦の一次健診および乳幼児の一次・二次健診を
し、相談・指導も含めた健康管理のための事業で
す。
★健康増進事業　41,009千円
生活習慣病予防、介護予防および結核予防のため
人間ドック検診等を行う事業です。
★乳幼児医療助成事業　33,539千円
乳幼児の健やかな成長と保護者の医療費の軽減を
図るため、乳幼児の医療費を助成する事業です。
平成20年度から県内の医療機関で受診した場合
で保険証と受給資格証を提示するなど一定要件を
充たせば、窓口での支払いが無料となります。
★出産奨励祝金事業　7,150千円
少子化の改善と市の人口増加のためにも、子ども
に追うところが大きいので、祝金を出し、市全体
の活性化がはかられるように進めている事業で
す。
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★集会施設の整備　4,000千円
地区集会施設建設の補助事業です。
★事務嘱託員

関係経費　15,348千円
市と市民の間の連絡に関する事務
の一部を委嘱するための、上野原
市事務嘱託員（区長等）に関する
経費です。
★上野原市民カレンダー

作成事業　1,529千円
市で行う各種相談日やごみの収集
日程を掲載した市民カレンダーを
作成します。

市民と行政が連携した都市

平成20年度の主な新規事業費
・市長選挙費
・防災ガイドブックと非常時持出袋（全戸配布）
事業
・60㌧級・40㌧級耐震性貯水槽建設事業
・長寿（後期高齢者）医療制度の開始
・長寿（後期高齢者）医療特別会計繰出金
・障害福祉計画策定事業
・新市立病院基本計画策定事業
・スクールバス等購入事業
・観光パンフレット新規作成費

ほか

平成19年度の主な終了事業費
・県議会議員選挙費
・参議院議員選挙費
・四方津駅前駐輪場整備事業
・健康増進計画策定業務
・被覆施設（ビニールハウス等）建設事業補助金

ほか

高い水準の福祉都市

利便性の高い快適な都市
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下水道の供用開始区域が
拡大されました

至東京

消防署

中央自動車道

至大月

市役所

工業団地

市立病院

新町二交差点

保健センター

平
成
20
年
5
月
1
日
に
、
下
水
道
供
用
開

始
区
域
が
図
の
と
お
り
拡
大
さ
れ
ま
す（
濃

い
青
色
で
表
示
さ
れ
た
部
分
）。

下
水
道
が
供
用
開
始
に
な
る
と
個
人
の
家

の
汚
水
を
下
水
道
に
流
せ
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
受
益
者
の
申
告
に
つ
い
て

4
月
中
旬
に
区
域
内
の
建
物
所
有
者
の
み

な
さ
ん
に
は
、「
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告

書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
記
載
事
項
の
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
受
益
者
負
担
金
の

納
付
方
法
を
選
択
し
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
益
者
負
担
金
の
申
告
が
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
認
定
に
よ
り
受
益
者
負
担

金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
宅
地
内
排
水
設
備
設
置
工
事
に
つ
い
て

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区

域
に
お
い
て
は
、
宅
地
内（
台
所
・
風
呂
・

便
所
な
ど
）排
水
設
備
を
設
置
し
、
す
み
や

か
に
下
水
道
に
接
続
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
工
事
の
施
工
は
、
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
供
用
開
始
か
ら
3
年
以
内
に
下
水

道
へ
接
続
さ
れ
た
方
に
は
、
上
限
を
10
万
円

と
し
て
、
工
事
費
の
半
分
を
補
助
金
と
し
て

交
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務
担
当（
蕁
62
│

3
1
4
5
）

薄い青色で表示されている区域は、すで
に供用開始されている区域です。

濃い青色の区域が新たに編入される区域

です。

平 成 2 0 年 度 下 水 道 供 用 開 始 区 域



市
立
病
院
建
設
委
員
会

委
員
の
顔
ぶ
れ

会
　
長

尾
形
重
寅

副
会
長

石
塚
英
一

委
　
員

和
田
正
人
　
服
部
光
雄
　
久
島
博
道

奈
良
田
文
夫
　
上
條
兵
武
　
佐
波
　
和

川
原
哲
夫
　
原
田
　
稔
　
小
俣
憲
子

両
角
敦
郎
　
村
田
暢
宏
　
山
坡
範
夫

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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と
の
答
申
を
市
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
て
、
市
は
、
建
設
の
方
針
を
打
ち
出

し
方
向
性
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

基
本
計
画
の
内
容

計
画
は
、
委
員
会
が
策
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
病
院
内
の
委
員
会
や

市
役
所
内
に
調
整
会
議
を
置
き
な
が
ら
、
県

の
医
療
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
指
定
管

理
者
の
診
療
計
画
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
立
案

作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
新
病
院
建
設
の
計
画
は
、
診
療
機

能
と
規
模
を
決
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
入
院
患
者
と
外
来
患
者
の
受
け
入
れ

を
想
定
し
た
う
え
で
、
病
床
数
や
外
来
の
診

療
科
を
設
定
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
人
員
配
置

や
事
業
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
建
設
地
の
決
定
や

資
金
計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

3
月
26
日
、
上
野
原
市
立
病
院
建
設
委
員

会
が
発
足
し
、
委
員
委
嘱
状
交
付
式
お
よ
び

第
1
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

は
識
見
・
団
体
・
一
般
の
方
で
、
先
の
上
野

原
市
立
病
院
建
設
検
討
審
議
会
で
委
員
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
方
な
ど
14
人
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
面
、
委
員
会
は
、
9
月
末
ま

で
に
上
野
原
市
立
病
院
建
設
基
本
計
画
を
策

定
し
て
、
計
画
書
を
持
っ
て
市
長
に
提
言
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
1
回
委
員
会
は
、
病
院
の
規
模
に
つ
い

て
、
踏
み
込
ん
だ
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

新
病
院
建
設
に
向
け
て

上
野
原
市
立
病
院
建
設
委
員
会
が
発
足
　

こ
れ
ま
で
の
経
過

○
上
野
原
町
立
病
院
建
設
検
討
審
議
会
設
立

（
平
成
15
年
11
月
）

○
上
野
原
市
立
病
院
建
設
検
討
審
議
会
設
立

（
平
成
17
年
5
月
）

○
上
野
原
市
立
病
院
建
設
庁
内
検
討
委
員

会
・
作
業
部
会
設
置（
平
成
18
年
3
月
）

○
上
野
原
市
立
病
院
建
設
検
討
審
議
会
答
申

（
平
成
18
年
12
月
）

○
医
師
確
保
対
策
本
部
会
議
設
置（
平
成
19

年
2
月
）答
申
を
踏
ま
え
た
市
の
方
針
を

広
報
紙（
3
月
号
）で
公
表

○
病
院
問
題
検
討
特
別
委
員
会（
議
会
内
に

設
立
・
平
成
19
年
3
月
）

○
福
祉
保
健
部
病
院
対
策
課
新
設（
平
成
19

年
4
月
）

○
上
野
原
市
立
病
院
建
設
委
員
会
設
立（
平

成
20
年
3
月
）

今
ま
で
の
取
り
組
み

上
野
原
市
立
病
院
は
、
築
39
年
目
を
迎
え
、

老
朽
化
と
狭
隘
化

き
ょ
う
あ
い
か

に
よ
り
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
支
障
を
き
た
し
、
新
病
院
の
建
設
は
、

市
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
15
年
に
上
野
原
町
立
病

院
建
設
検
討
審
議
会
が
発
足
し
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
併
に
よ
り
上
野
原
市
立
病
院

建
設
検
討
審
議
会
に
引
き
継
が
れ
、
平
成
18

年
12
月
、「
市
民
の
要
望
を
強
く
受
け
止
め
、

新
病
院
の
建
設
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
」

●
問
い
合
わ
せ

病
院
対
策
課（
蕁
62
│

3
1
3
6
）

委嘱状の交付式の様子
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閉
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た

4
月
か
ら
上
野
原
中
に
統
合
と
な
っ
た
棡

原
中
・
西
原
中
両
校
の
閉
校
記
念
式
典
が
、

在
校
生
や
卒
業
生
、
教
職
員
等
の
関
係
者
が

多
数
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た（
西
原
中
3
月

15
日
、
棡
原
中
3
月
29
日
）。

式
典
は
第
2
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
1
部

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
校
旗
が
奈
良
市
長
に
返
納

さ
れ
る
な
ど
し
た
後
、
第
2
部
で
は
61
年
間

の
歴
史
を
振
り
返
る
「
思
い
出
を
語
る
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
卒
業
生
や
教
職
員
の
方

は
、
当
時
の
思
い
出
を
懐
か
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
が
、
最
後
の
校
歌
斉
唱
等
で
は

思
わ
ず
涙
ぐ
む
方
も
い
る
な
ど
、
長
年
親
し

ん
だ
学
舎
と
の
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲棡原中では生徒会副会長の大村くんから受け取った土屋校長が、西原中では
岡部校長が、奈良市長へ校旗を返納しました（写真左：棡原中　右：西原中）。

▲西原中は、在校生による閉校記念
劇「西原中学校創立61年その歩」
が披露されました。

▲「ゆずり葉の思い出を語る会」では
在校生による呼び掛けやスライドで
61年の歴史を振り返りました。

《
平
成
20
〜
24
年
度
麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
予
防
接
種
対
象
者
》

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保
健
担
当

（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

第2期

第3期

第4期

平
成
20
年
4
月
か
ら
5
年
間
に
限
り
、
中

学
1
年
生
に
相
当
す
る
年
齢（
第
3
期
）お
よ

び
高
校
3
年
生
に
相
当
す
る
年
齢（
第
4
期
）

を
対
象
に
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
定
期
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

麻
し
ん
は
感
染
力
が
非
常
に
強
い
麻
し
ん

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
り
発
症
し
、
肺
炎

（
100
人
に
約
6
人
）や
脳
炎（
1
0
0
0
人
に

1
人
）な
ど
の
重
篤
な
合
併
症
の
発
生
が
み

ら
れ
ま
す
。

平
成
19
年
に
10
代
か
ら
20
代
を
中
心
と
し

た
年
齢
層
で
麻
し
ん
が
流
行
し
、
高
等
学
校

や
大
学
な
ど
で
休
校
等
の
措
置
が
と
ら
れ
、

大
き
な
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
1
回
し

か
受
け
て
い
な
い
年
代
を
対
象
に
2
回
目
の

接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

《
2
回
接
種
の
目
的
》

①
1
回
目
の
接
種（
幼
児
期
）で
で
き
た
免
疫

が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
低
下
す
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
も
う
1
度
接
種
し
免
疫

を
強
化
し
ま
す
。

②
1
回
目
の
接
種
で
、
免
疫
が
つ
か
な
か
っ

た
方
に（
数
パ
ー
セ
ン
ト
存
在
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
）免
疫
を
つ
け
ま
す
。

③
1
回
目
に
接
種
し
そ
び
れ
た
方
に
、
も
う

1
度
接
種
す
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

※
今
年
度
の
対
象
者
に
は
4
月
上
旬
に
予
診

票
等
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
未
接

種
の
方
は
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

対象者
5歳以上7歳未満の者
であって、小学校入
学前の1年間
中学1年生に相当する
年齢の者（年度内に13
歳になる方）
高校3年生に相当する
年齢の者（年度内に18
歳になる方）

平成20年度

Ｈ14.4.2～
Ｈ15.4.1生

Ｈ7.4.2～
Ｈ8.4.1生

Ｈ2.4.2～
Ｈ3.4.1生

平成21年度

Ｈ15.4.2～
Ｈ16.4.1生

Ｈ8.4.2～
Ｈ9.4.1生

Ｈ3.4.2～
Ｈ4.4.1生

平成22年度

Ｈ16.4.2～
Ｈ17.4.1生

Ｈ9.4.2～
Ｈ10.4.1生

Ｈ4.4.2～
Ｈ5.4.1生

平成23年度

Ｈ17.4.2～
Ｈ18.4.1生

Ｈ10.4.2～
Ｈ11.4.1生

Ｈ5.4.2～
Ｈ6.4.1生

平成24年度

Ｈ18.4.2～
Ｈ19.4.1生

Ｈ11.4.2～
Ｈ12.4.1生

Ｈ6.4.2～
Ｈ7.4.1生

※Ｈ12.4.2～Ｈ13.4.1生まれの方および、Ｈ13.4.2～Ｈ14.4.1生まれの方は、それぞれ平成
18年度および平成19年度の第2期定期予防接種の対象者でした。



子どもなし

第1子

出生あり

38.1

39.3

37.9

34.6

45.5

50.0

44.4

金曜日
両角
村田
中村

毛利

勝又

長坂

村上

岡本（第2・予約）

村上
川村
川村
古屋

松岡
松岡
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夫が非協力の家庭では、第2子の出産は困難

厚生労働省は、毎年「21世紀成年者縦断調査（国民の
生活に関する継続調査）」を行っています。今年第5回目
の調査が行われ、その結果が3月に公表されました。そ
の調査の中で、夫の休日の家事・育児時間と出生状況を
調べています。

ここで注目してほしいのは、夫の休日の家事・育児時

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.21

間が2時間未満の家庭の第2子以降の出生状況です。第1
子の出生では、そんなに差がありませんが、第2子以降
では、はっきりとした差が表れてきます。休日に全く夫
が家事・育児をしない家庭では、極端に出生数が低くな
ります。
子育ては肉体的にも精神的にも負担の大きいもので
す。特に複数の子どもがいる場合には、その負担は倍以
上のものがあります。休日なのに家事も育児も全くしな
い夫を抱えては、ますますストレスを感じるでしょう。
子育ては夫婦の共同の責任です。
たった2時間、夫が休日に家事や育児をするだけで、
妻のストレスは大きく改善します。たとえ妻が専業主婦
であったとしても、子育ては「母親の仕事」とその責任
を放棄してしまう夫は、少子化の原因の一つを作ってい
ます。
雇用の不安定化が進んでいるとき、職場でいろいろな
軋轢
あつれき

があり、家庭では癒されたいというのが本音だとし
ても、「休日のその2時間が日本を救う」という気持ちで
家事や育児に取り組んでみてください。
少子化に歯止めをかけるためには、社会的な制度を整
備するとともに、家庭での協力体制がぜひとも必要なの
です。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

出生前

総数

家事・育児時間なし

2時間未満

2～4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8時間以上

1人

第2子

出生あり

53.0

20.5

35.9

51.2

56.3

63.8

63.2

●夫の休日の家事・育児時間と出生状況　　　（％）

診療科

内科

小児科
小児心臓外来
脳神経外科

外科

胸部外科
肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科
放射線科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

午前・午後

午前

午前
午後
午前

午前

午後
午後
午前
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

火曜日
両角
村田
津久井大

石井

黒田

長坂

相川

相川

井山

水曜日
両角
津久井大
津久井由

二階堂

喜瀬

長坂

村上

村上

戸島

芳賀
大野（第2・4・予約）

水越
水越
長尾
長尾

木曜日
両角
津久井由
今村

津久井大（第1・3・5）
山本（第2・4）
海野

角野（第1・予約）
加藤・八木
三浦（第2・4）
柴（第1・3・5）

平良（予約）

可知

《上野原市立病院　外来診療のご案内》　　平成20年5月1日現在

●受付時間 午前8時～11時30分・午後2時～4時（ただし、午後の診療がある科のみ）
●内科 午後外来は予約のみ　●眼科 午後外来は白内障を中心とした予約のみ
※診療体制については、病院や医師の都合等で変更になることがあります。
●問い合わせ　市立病院（蕁62－5121）

月曜日
両角
小平
梶原

井原（第1・3・5）
津久井由（第2・4）

下山

長坂

村上

村上
柴垣
柴垣
井山

間渕

小林
小林

2人以上

第3子以上

出生あり

15.0

1.1

8.7

11.7

19.6

17.4

24.4
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の
た
め
に
実
行
し
て
い
る
こ
と
は

何
か
な
ど
、
生
活
を
改
め
て
見
つ

め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

健
康
情
報
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

る
と
、
自
分
に
あ
っ
た
方
法
や
実

行
可
能
な
こ
と
が
見
つ
か
る
と
思

い
ま
す
。
ま
れ
に
間
違
っ
た
方
法

を
選
択
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
、
疑
問
が
あ
っ
た
り
、
効
果

が
な
け
れ
ば
保
健
師
等
の
専
門
家

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
な
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と

考
え
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

気
長
に
楽
し
く
コ
ツ
コ
ツ
で
き
る

こ
と
、
意
識
し
て
実
践
し
て
い
た

こ
と
が
、
無
意
識
に
実
践
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

■
コ
ツ
コ
ツ
の
例

・
普
段
の
姿
勢
を
正
し
く
す
る
。

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
や
エ
レ
ベ
ー
タ

で
は
な
く
階
段
を
使
う
。

・
歩
い
て
い
け
そ
う
な
と
こ
ろ
へ

は
歩
い
て
行
く
。

・
掃
除
を
一
生
懸
命
す
る
。

・
万
歩
計
を
つ
け
て
1
日
の
歩
数

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る（
1
日
8
千

〜
１
万
歩
が
理
想
）。

・
駐
車
場
で
は
あ
え
て
遠
く
の
場

所
に
停
め
る
。

・
ジ
ュ
ー
ス
か
ら
お
茶
に
変
え

る
。

・
間
食
の
回
数
を
減
ら
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

家
族
の
健
康
を
守
る

「
健
康
」
は
私
た
ち
が
楽
し
く

充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必

要
な
条
件
で
す
。
健
康
に
な
る
こ

と
が
人
生
の
目
的
で
は
な
く
、
自

分
が
望
む
生
活
を
送
る
た
め
に
必

要
な
手
段
の
ひ
と
つ
が
「
健
康
」

で
す
。

情
報
化
社
会
と
な
り
、
色
々
な

情
報
が
簡
単
に
得
ら
れ
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
多
く

の
情
報
か
ら
、
自
分
に
あ
っ
た
方

法
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
、
家
族
の
健

康
を
守
る
」
た
め
に
も
、
自
分
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
力
も
身
に

つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
を
変
え
る

こ
と
は
難
し
い
と
思
う
人
は
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
不
規
則
な
食

生
活
、
運
動
不
足
な
ど
、
健
康
に

何
か
し
ら
影
響
が
あ
る
こ
と
も
十

分
承
知
し
て
い
る
け
れ
ど
、
忙
し

い
日
々
の
生
活
で
忘
れ
が
ち
に
な

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生

活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
は
地
道
な

努
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
継
続

す
る
こ
と
で
必
ず
身
に
つ
い
て
い

き
ま
す
。

■
ま
ず
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら

「
健
康
」
は
手
段
の
ひ
と
つ
と

お
話
し
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
自

分
が
望
む
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
「
休
み
の

日
に
旅
行
に
出
か
け
た
い
」「
山

登
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

「
素
敵
な
洋
服
を
着
て
出
か
け
た

い
」「
元
気
に
仕
事
を
続
け
た
い
」

「
子
ど
も
や
孫
の
成
長
を
見
守
り

た
い
」「
歳
を
と
っ
て
も
生
き
生

き
と
過
ご
し
て
い
た
い
」
な
ど

様
々
な
こ
と
が
浮
か
ぶ
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
望
む
生
活
が
何
か
イ

メ
ー
ジ
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？

■
今
の
自
分
を
知
る
こ
と
、
自
分

の
こ
と
を
再
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

健
診
等
で
健
康
状
態
は
ど
う

か
、
体
力
や
持
久
力
と
い
っ
た
運

動
能
力
は
ど
う
か
、
食
生
活
の
傾

向
は
ど
う
か
、
自
分
の
趣
味
や
好

き
な
活
動
は
何
か
、
1
日
の
過
ご

し
方
は
ど
う
か
、
意
識
し
て
健
康

今
月
は
、
介
護
保
険
制
度
の
申

請
と
そ
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

《
対
象
者
》

介
護
が
必
要
な
状
態（
身
の
回

り
の
生
活
を
お
く
る
の
に
、
人
の

手
助
け
が
必
要
な
状
態
。
例
、
お

風
呂
に
入
る
の
が
大
変
に
な
っ
た

等
）に
な
っ
た
方
。

※
介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
手
助

け
す
る
制
度
で
す
。
介
護
に
ど

れ
ほ
ど
の
手
間
が
か
か
る
か
に

よ
っ
て
、
要
支
援
1
か
ら
要
介

護
5
ま
で
の
要
介
護
等
認
定
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
要
介
護
等
認
定
は
、
病
気

の
重
さ
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

《
申
請
方
法
》

介
護
保
険
証（
原
則
、
65
歳
の

誕
生
月
に
郵
送
）と
、
印
鑑
を
も

っ
て
、
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護

担
当
ま
た
は
、
秋
山
支
所
お
よ
び

各
出
張
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

《
更
新
申
請
》

要
介
護
等
認
定
は
、
原
則
6
か

月
か
ら
12
か
月
経
過
す
る
と
、
認

定
の
効
力
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
申
請
し
た
時
の
介
護
状
態

が
徐
々
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
再
度
申
請
し
な
お
す
と
い
う

こ
と
で
す
。
2
回
目
以
降
の
申
請

を
更
新
申
請
と
い
い
ま
す
。

更
新
申
請
は
、
有
効
期
間
が
切

れ
る
日
の
60
日
前
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、
更
新
申
請
の
対
象

者
に
は
、
市
役
所
か
ら
申
請
用
紙

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
本
人
の
身
体
状
態
が
変
わ
り
、

介
護
等
を
必
要
と
す
る
状
況
に

変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
更
新

申
請
を
待
た
ず
に
変
更
申
請
が

で
き
ま
す
。

更
新
申
請
や
変
更
申
請
と
も
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
介
護
支
援
専
門

員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）が
、
代
行

申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
》

原
則
申
請
日
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
。
前
記
の
と
お
り
、

要
介
護
等
認
定
の
有
効
期
間
も
あ

り
ま
す
の
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
申
請
し

て
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）



3～4か月児

9～10か月児
1歳6か月児

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

実施日
5月14日（水）
5月13日（火）
6月 4日（水）

5月16日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物 健康手帳（持ってない方には当日交付します）

★乳幼児健診（5/1～6/10までの予定）

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の長寿（後期高齢者）医療制
度の被保険者

◎検 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申し込みください。

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。
※受診の際は必ず保険証をお持ちください。
※人間ドック受診者も特定健診を受診したとみな
されるため、健診結果が検査機関から市に提出
されることをご同意ください。
※健診結果から特定保健指導を希望される方は保
健担当までお問い合わせください。
※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当までお問い合わ
せください。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日を除く）

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

午前10：00～10：30
市内に住民登録のあ
る方で糖尿病が気に
なる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：30
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 5月26日（月）予約制となります。
◎スタッフ　心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※電話でお申し込みください。

★すこやか健康相談（5/1～6/10までの予定）

※糖尿病が気になる方の健康相談を希望される方
は、電話等で前日までにご連絡ください。当日
は空腹時の血糖を測定するため、朝食は食べな
いようにしてください（湯茶は可）。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円（料金が変更になりました）
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 武者医院（大月市）・磯部医院（都留市）
※県内の他の医療機関を希望される方は保健担当
までお問い合わせください。
◎申込み期限　平成21年1月30日（金）まで
◎申 込 み 長寿健康課保健担当（62－4134）へお申

し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★春期小児まひ（ポリオ）予防接種

◎対 象 児 接種日に3か月～7歳5か月の乳幼児
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15～1：40
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、筆記用具、

体温計

★予防接種予診票の変更
4月から予防接種で使用する予診票の様式が変更と
なりました。現在お持ちの予診票は新しい予診票と交
換しますので、母子健康手帳を持参し保健センターま
でお越しください。

送迎
一部あり

一部あり

なし

11 広報うえのはら　平成20年5月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

対　　　　象
1 回 目 を 接 種 す る 人
2 回 目 を 接 種 す る 人

整 理 日

該当児
平成19年12月16日～
平成20年1月生まれ
平成19年7月～8月15日生まれ
平成18年10月16日～11月生まれ

実施日

5月 8日（木）

5月23日（金）
5月27日（火）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

●
申
込
み
方
法

履
歴
書（
資
格

等
の
写
し
添
付
）を
大
鶴
楽
生

園
ま
で
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

大
鶴
楽
生
園

（
蕁
63
―

0
9
7
1
）

長
寿（
後
期
高
齢
者
）

医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

4
月
1
日
か
ら
長
寿（
後
期
高

齢
者
）医
療
制
度
の
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
75
歳

以
上
の
方
と
一
定
の
障
害
の
あ
る

65
歳
以
上
の
方
す
べ
て
が
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
長
寿（
後
期

高
齢
者
）医
療
制
度
の
加
入
年
齢

に
達
し
た
際
に
、
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
の
被
用
者
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
、
自
動
的
に
長
寿

（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
に
移
行

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3
水
曜
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時

5
月
21
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
問
い
合
わ
せ

ド
リ
ー
ム
宝

小
林（
蕁
23
│

0
4
6
0
）

大
鶴
楽
生
園
の
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
大
鶴
楽

生
園
で
は
、
次
の
と
お
り
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種

支
援
員（
介
護
職

員
）

●
募
集
人
員

若
干
名

●
資
格
等

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2

級
程
度
、
ま
た
は
介
護
施
設
の

勤
務
経
験
が
あ
る
等
、
介
護
に

熱
意
の
あ
る
方
。

●
勤
務
日
数

週
5
日（
シ
フ
ト

勤
務
に
よ
る
。）

●
勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分（
シ
フ
ト
勤
務

に
よ
る
。
休
憩
1
時
間
）

●
給
与

山
梨
県
東
部
広
域
連
合

規
程
に
基
づ
き
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
方
の
被
扶
養

者
の
方（
65
〜
74
歳
）が
長
寿（
後

期
高
齢
者
）医
療
制
度
の
加
入
年

齢
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
、
新

た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
は
、
被

用
者
保
険
組
合
が
証
明
す
る
資
格

喪
失
証
明
書（
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
書
類
）を
添
付
し
て
手
続
き

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
で
、
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
初
め

て
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
急
に
負

担
が
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

特
別
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
国
保
年
金
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
2
）

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、「
こ
ど

も
学
科
」「
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
」
の
授
業
を
無
料
公
開
講

座
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
お
好
き

な
講
座
を
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ

ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連

携
講
座
で
す
。

《
開
催
日
お
よ
び
演
題（
講
師
）》

①
5
月
12
日（
月
）

動
物
介
在
教

育（
的
場
美
芳
子
先
生
）

②
5
月
22
日（
木
）

子
ど
も
が
主

人
公（
柴
田
愛
子
先
生
）

③
5
月
27
日（
火
）

あ
な
た
も
痩

せ
ら
れ
る
　
デ
ブ
犬
減
量
大
作

戦
（
大
辻
一
也
先
生
）

④
5
月
29
日（
木
）

手
塚
治
虫
と

そ
の
後
の
マ
ン
ガ（
上
野
明
雄

先
生
）

⑤
6
月
3
日（
火
）

博
物
館
学
芸

員
の
仕
事（
石
田
　
惣
先
生
）

⑥
6
月
5
日（
木
）

イ
ラ
ス
ト
と

学 校 名
大 目 小 学 校
甲 東 小 学 校
四方津小学校
沢 松 小 学 校
大 鶴 小 学 校
島 田 小 学 校
上野原小学校
棡 原 小 学 校
西 原 小 学 校
秋 山 小 学 校
平 和 中 学 校
巌 中 学 校
島 田 中 学 校
上野原中学校
秋 山 中 学 校

氏 名
小 俣 　 一
原 工
永 井 　 孝
清 水 基 信
堀 内 　 浩
亀 澤 泰 隆
岡 部 平 和
佐藤眞理子
芦 澤 辰 文
渡邊久美子
渡 邊 　 新
奈 良 　 篤
堀 内 　 学
伏 見 寛 仁
田 辺 守 之

校長先生の紹介
市内の各小・中学校の校長先

生は次のとおりです。（敬称略）

子
ど
も
達（
山
香
和
信
先
生
）

⑦
6
月
10
日（
火
）

子
ど
も
の
虐

待
と
動
物
虐
待（
佐
野
信
也
先

生
）

⑧
6
月
17
日（
火
）

野
生
動
物
に

よ
る
被
害
と
森
林
の
関
係（
大

井
　
徹
先
生
）

⑨
6
月
24
日（
火
）

犬
と
の
関
わ

り
、
犬
を
知
り
、
人
を
学
ぶ

（
若
島
孔
文
先
生
）

●
時
間

①
午
後
5
時
〜
6
時
30

分
、
②
・
④
・
⑥
午
後
1
時
40

分
〜
3
時
10
分
、
そ
の
他
午
前

11
時
20
分
〜
午
後
０
時
50
分

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
場
所
　
帝
京
科
学
大
学

●
申
込
み
方
法
　
5
月
7
日（
水
）

か
ら
電
話
受
付
開
始

●
受
付
時
間

午
前
9
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で（
土
・
日
を

除
く
）。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

帝

京
科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
―

6

9
1
1
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交
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応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

あ
な
た
の
目
の
前
で
突
然
意
識

を
な
く
し
た
人
や
心
肺
停
止
に
陥

っ
た
人
に
出
会
っ
た
場
合
、
一
刻

も
早
く
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
応
急
手

当
を
行
な
う
人
こ
そ
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
講

習
を
受
講
し
て
、
応
急
手
当
の
正

し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

み
ん
な
で
救
命
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

救
命
講
習
は
、
全
国
の
消
防
本

部
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

方
、
民
生
委
員
お
よ
び
福
祉
協

力
員

●
定
員

80
名（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
む
・
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

●
参
加
費

1
人
1
5
0
0
円

●
申
込
み
方
法

氏
名
、
連
絡
先

な
ど
を
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

5
月
19
日（
月
）

〜
30
日（
金
）ま
で
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時（
土
・
日
を
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社

会
福
祉
協
議
会（
蕁
63
│

0
0
0

2
）

や
ま
び
こ
支
援
学
校
か
ら

お
知
ら
せ

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
で

は
、
次
の
と
お
り
学
校
見
学
会

（
授
業
参
観
な
ど
の
校
内
の
見
学

等
）お
よ
び
教
育
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

6
月
18
日（
水
）

・
午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
1
時
25
分
〜
2
時
25
分

・
受
付
時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜

●
申
込
み
期
日

5
月
30
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
県
立

や
ま
び
こ
支
援
学
校（
大
月
市

富
浜
町
宮
谷
1
4
9
7
）支
援

指
導
部
大
森
・
間
野（
蕁
23
―

1

9
4
3
蕭
23
―

1
9
4
6
）

な
お
、
市
で
は
毎
月
2
回
、
人

権
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

6
月
1
日（
日
）に
は
特
設
人
権
相

談
日
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
日

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室
7

●
日
時

6
月
1
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

障
害
者
の
た
め
の

社
会
見
学
バ
ス
参
加
者
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在

宅
の
障
害
を
持
つ
成
人
の
方
を
対

象
に
、
社
会
見
学
バ
ス
の
参
加
者

お
よ
び
付
き
添
い
の
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

6
月
21
日（
土
）

午
前
8
時
20
分
集
合
・
出
発

●
集
合
場
所

上
野
原
市
役
所
庁

舎
前

●
行
き
先

伊
香
保
・
水
沢
観

音
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出

（
買
物
）

●
対
象
者

市
内
に
お
住
ま
い
で

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

持
者
、
付
き
添
い
者
、
付
き
添

い
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
6
月
1
日
を「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」と
定
め
、
み
な
さ
ん
に

人
権
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
や
も
め
ご
と
で
お
困

り
の
方
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
の
人
権
110
番

蕁
0
1
2
0
―

0
0
7
―

1
1
0

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

蕁
0
5
7
0
―

0
7
0
―

8
1
0

○
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

蕁
22
―

0
7
9
9

区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ねんきん特別便相談会

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

8日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
13日
午前 10：00 ～ 　　正　午
25日
午前 9：00 ～ 　　正　午

8日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日
　　　　　　（祝日を除く）
　　　　　　　　
　　　　　　　　
午前 8：30 ～ 午後 4：00 63-5700

0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日（祝日除く）
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階会議室7

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

19日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

5月の相談日

20日 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日（祝日除く）福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

6月5日・

市役所会議室A

市役所会議室A・

・23日  

（祝日を除く）

6月3日

実
施
し
て
い
る
講
習
で
す
。
講
習

修
了
後
に
は
、
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

●
日
時

5
月
17
日（
土
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
、
異
物
除

去
、
止
血
）

●
定
員

30
名

●
受
付
期
間

5
月
11
日（
日
）

ま
で

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防

署
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●

5月子育てプレイルームのお知らせ
●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●

●日時 5月14日（水）・28日（水）午前9時～正午
●場所 もみじホール2階会議室2
●申込み・問い合わせ 福祉課子育て
支援担当（蕁62ｰ3115）

※初めての方は事前にお申し込みください。
※親子が遊べる場所、情報交換の場所と
してお気軽にご利用ください。
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税
　
　
目
　
　
等

7月
7月31日

第2期

第1期
第1期

第1期

6月
6月30日
全期・1期

5月
6月2日

全期・1期
全期

2月
3月2日

第4期

第8期

第8期

市・県民税
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税
介護保険料
長寿（後期高齢
者）医療保険料
保育所保育料
学童保育料
市営住宅使用料
幼稚園授業料
水道使用料
下水道使用料
テレビ受信施設
使用料（秋山）

※納期限が土・日曜日、国民の祝日にあたる場合
には、その翌営業日までが納期限となります。
※口座振替で納税・納入されている方は、納期限
前までに預貯金の残高を確認してください。
※法改正等により納期限が変更になる場合もあり
ますのでご注意ください。

●市税・使用料等納期一覧表

平
成
20
年
度
の
市
税
・
使
用
料

等
の
納
期
は
、
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

市
税
・
使
用
料
納
期
一
覧
表

8月
9月1日
第2期

第2期
第2期

第2期

9月
9月30日

第3期
第3期

第3期

10月
10月31日
第3期

第4期
第4期

第4期

11月
12月1日

第5期
第5期

第5期

12月
12月25日

第3期

第6期

第6期

1月
2月2日
第4期

第7期
第6期

第7期

毎月末日（ただし12月は25日）

偶数月の26日

9月末日・3月末日

●問い合わせ 税務課収納担当（蕁62－3113）

消
防
署
秋
山
出
張
所
に

救
急
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

上
野
原
市
消
防
本
部
が
平
成
19

年
度
に
購
入
を
計
画
し
て
い
た
高

規
格
救
急
車
が
、
3
月
11
日（
火
）

消
防
署
秋
山
出
張
所
に
配
備
さ
れ

運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
救
急
車
は
、
高
度
な
救
命

用
資
機
材
を
積
載
し
て
お
り
、
県

内
外
を
問
わ
ず
大
規
模
災
害
へ
の

救
援
活
動
を
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
、
国
庫
補
助
金
を
受
け
購
入
し

た
も
の
で
す
。

車
種
は
ニ
ッ
サ
ン
パ
ラ
メ
デ
ィ

ッ
ク
3
5
0
0
Ｃ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
の

四
輪
駆
動
車
で
、
今
後
、
市
民
の

み
な
さ
ん
へ
の
救
命
救
急
活
動
に

広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
消
防

総
務
課（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な課

題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしていま
すので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむ

ね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課政策推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

5月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、5月28日（水）午前9時から11時です。

広報モニター終了式が
行われました
平成18・19年度広報モニター
の任期が3月末で終了し、3月28
日に終了式が行われました。
広報モニターのみなさんは、2
年間の任期をボランティアとして
活動していただき、各地区で開催
されるイベントなどの情報提供
や、市政や広報紙に対する貴重な
意見をいただくなど、活躍されま
した。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月　
●応募・問い合わせ
企画課政策推進担当（蕁62－3118）

広
　
　
告

上野原アートクラフト展 Vol．7
「モノづくり」を通して、上野原を東京ー神奈川ー
山梨と繋ぐ文化の拠点にしたいという思いから、県内
外の工芸家が集まり、展示販売いたします。
●日時 6月21日（土）午前10時～午後6時(小雨決行)

22日（日）午前 9時～午後5時(小雨決行)
●場所 上野原市新田の河川敷公園
●問い合わせ 遊春窯　荒川洋子　090-3200-3463

大倉窯　中村三郎　090-8300-1208

富
士
吉
田
市
立
病
院
か
ら

お
知
ら
せ

富
士
吉
田
市
立
病
院
で
は
、
こ

れ
ま
で
限
ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ

に
よ
り
、
土
曜
日
に
つ
い
て
も
外

来
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

医
師
、
看
護
師
等
医
療
従
事
者
の

慢
性
的
な
不
足
と
過
重
な
労
働
に

起
因
す
る
医
療
事
故
等
の
未
然
防

止
の
た
め
、
6
月
か
ら
第
1
・
第

3
お
よ
び
第
5
土
曜
日
の
外
来
診

療
を
、
全
診
療
科
休
診
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
吉
田
市
立

病
院（
蕁
0
5
5
5
│

22
│

4
1

1
1
）

上
野
原
情
報
通
信

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5
月
は
総
務
省
情
報
通
信
月
間

で
す（
豊
か
な
生
活
、
拡
が
る
信

頼
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）。市

で
は
、
情
報
通
信
月
間
に
合

わ
せ
、
上
野
原
市
のIC

T

（
情
報
通

信
技
術
）の
利
活
用
や
ユ
ビ
タ
ス

サ
ー
ビ
ス（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ

ス
で
き
る
環
境
）の
在
り
方
に
つ

い
て
、
有
識
者
と
市
民
、
行
政
を

交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、

地
上
波
放
送
と
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
の
体
験
展
示
を
行
い
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
6
月
7
日（
土
）
午
後

1
時
30
分
〜

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

※
後
援
　
㈱
上
野
原
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
情
報
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

第
4
回
上
野
原
市
体
育
祭
り

を
開
催
し
ま
す

市
お
よ
び
市
体
育
協
会
・
市
教

育
委
員
会
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康

増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
第
4
回

上
野
原
市
体
育
祭
り
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時
　
6
月
1
日（
日
）午
前
8

時
30
分
〜（
種
目
に
よ
り
日
時

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
会
場
　
中
心
会
場
は
上
野
原
中

学
校（
競
技
種
目
に
よ
っ
て
会

場
が
異
な
り
ま
す
。）

●
種
目

軟
式
野
球
・
卓
球
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
・
弓
道
・
テ
ニ
ス
・
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
・
ゴ
ル
フ
・
ボ
ウ
リ

ン
グ
・
剣
道
・
柔
道
　
計
14
種

目
●
問
い
合
わ
せ
　
市
体
育
協
会

（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

市
体
育
指
導
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
や
指
導
を
行
う
市
体
育

指
導
委
員
に
、
次
の
40
人
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

《
大
目
地
区
》
小
俣
億
学
、
浅
井

功
純
、
上
條
ま
ゆ
美

《
甲
東
地
区
》
小
林
利
江
、
守
屋

和
洋
、
尾
形
武
徳

《
巌
地
区
》
小
俣
信
、
中
満
武
士
、

恵
本
静
子
、
岡
本
直
美

《
大
鶴
地
区
》
臼
井
明
文
、
木
田

友
江
、
一
宮
友
春

《
島
田
地
区
》
金
子
威
、
中
島
美

津
子
、
永
井
鉄
也

《
上
野
原
東
部
地
区
》
内
藤
あ
や

子
、
東
山
裕
美
、
名
島
則
和

《
上
野
原
中
部
地
区
》
遠
藤
正

子
、
荒
木
惠
子
、
浅
井
文
隆
、

杉
本
明
美

《
上
野
原
西
部
地
区
》
富
田
清

文
、
上
條
龍
子
、
齋
藤
則
子

《
棡
原
地
区
》
白
鳥
芳
則
、
山
口

真
二
、
古
家
智
喜

《
西
原
地
区
》
桑
原
利
行
、
降
矢

重
治
、
長
田
菊
一
郎

《
秋
山
地
区
》
原
田
武
、
藤
本
正

都
、
佐
藤
智
、
佐
藤
誠
、
井
上

信
幸
、
須
藤
央
憲
、
原
田
英
信
、

関
戸
洋
充

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

市道大間々線が
開通しました

4月1日、県道あきる野線と市道南
裏線を結ぶ市道大間々線が完成し、
供用が開始されました。
市道大間々線は、延長100メート
ル、車道の幅員5.5メートルで、国
道20号線上野原署東交差点の右折レ
ーン（東京方面から市役所方面へ来
る場合）の代替策として整備されま
した。

▲完成した市道大間々線



秋
山
地
区
に
お
住
ま
い
の
田
中
悟

道
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意
を
受
け
、

3
月
31
日
付
け
で
上
野
原
市
教
育
委

員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に
田
中
悟
道
さ
ん
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▼
梅
原
秀
雄（
東
部
地
域
広
域
水

道
企
業
団
課
長
補
佐
）

▼
酒
井
つ
る
代（
上
野
原
第
一
保

育
所
長
）

▼
富
田
正
義（
長
寿
健
康
課
主
幹
）

▼
原
田
良
二（
長
寿
健
康
課
主
幹
）

▼
佐
藤
静
子（
市
民
課
副
主
幹
）

▼
梅
屋
美
信（
生
活
環
境
課
技
術

員
）

▼
萩
原
淳（
企
画
課
副
主
査
）

〈
新
規
任
用
〉

▼
経
済
課
主
事
　
久
島
　
健

▼
建
設
課
主
事
　
久
田
真
弘

▼
総
務
課
主
事
　
鷹
取
偉
賢

▼
市
民
課
主
事
　
曽
根
亜
希
子

▼
長
寿
健
康
課
主
事
　
長
田
朋
子

▼
長
寿
健
康
課
副
主
査
　
石
井

孝
▼
市
立
病
院
内
科
医
師
　
津
久
井

大
介

▼
市
立
病
院
内
科
医
師
　
津
久
井

由
紀
子

▼
消
防
総
務
課
消
防
士
　
落
合
勇

貴
▼
消
防
総
務
課
消
防
士
　
舩
木
優

佑
▼
消
防
総
務
課
消
防
士
　
望
月
陽

平
▼
消
防
総
務
課
消
防
士
　
原
田
貴

仁
〈
昇
任
〉

▼
福
祉
保
健
部
長（
総
務
課
）湯
川

清
平

▼
市
民
課
長（
秋
山
支
所
）橋
本
茂

治
▼
会
計
課
長（
企
画
課
）石
井
明
文

▼
市
立
病
院
事
務
長
（
市
立
病
院
）

和
田
正
樹

▼
消
防
総
務
課
長（
消
防
総
務
課
）

守
重
富
長

▼
消
防
署
長（
消
防
署
）闍
橋
秀
樹

▼
消
防
署
副
署
長（
消
防
署
）佐
藤

茂
▼
消
防
署
副
署
長（
消
防
署
）久
島

末
夫

〈
派
遣
〉

▼
東
部
広
域
連
合
主
幹（
会
計
課
）

小
笠
原
政
仁

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
課

長（
総
務
課
）福
井
英
明

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
副

主
幹（
税
務
課
）志
村
　
勝

▼
大
月
市
消
防
本
部
消
防
士
長

（
消
防
署
）守
屋
勝
彦

〈
派
遣
解
除
〉

▼
税
務
課
長（
東
部
広
域
連
合
楽

生
園
）須
藤
博
仁

▼
税
務
課
主
幹（
東
部
地
域
広
域

水
道
企
業
団
）天
野
　
博

▼
下
水
道
課
主
幹（
社
会
福
祉
協

議
会
）奈
良
壽
弘

▼
福
祉
課
副
主
幹（
東
部
地
域
広

域
水
道
企
業
団
）奈
良
道
子

▼
生
活
環
境
課
副
主
査（
東
部
広

域
連
合
）佐
渡
忠
行

▼
消
防
署
秋
山
出
張
所
長（
大
月

市
消
防
本
部
）野
沢
　
通

〈
併
任
〉

▼
消
防
署
消
防
士
長（
大
月
市
消

防
本
部
）坂
本
忠
行

〈
併
任
解
除
〉

▼
大
月
市
消
防
本
部
消
防
司
令

（
消
防
総
務
課
）大
野
章
夫

〈
組
織
変
更
〉

▼
教
育
学
習
課
長（
社
会
教
育
課
）

小
笠
原
徳
喜

▼
教
育
学
習
課
主
幹（
学
校
教
育

課
）長
島
　
稔

▼
教
育
学
習
課
副
主
幹（
学
校
教

〈
退
職
〉〔
3
月
31
日
付
け
〕

▼
市
川
幸
子（
秋
山
保
育
所
長
）

▼
諸
角
成
功（
消
防
署
消
防
司
令
）

▼
小
俣
と
し
子（
市
立
病
院
准
看

護
師
）

▼
山
田
む
つ
よ（
市
立
病
院
准
看

護
師
）

▼
中
村
照
夫（
総
務
部
長
）

▼
志
村
　
茂（
東
部
地
域
広
域
水

道
企
業
団
事
務
局
長
）

▼
関
戸
　
寛（
秋
山
支
所
長
）

▼
原
田
敏
夫（
福
祉
課
長
）

▼
藤
本
文
雄（
会
計
課
長
）

▼
土
屋
秀
比
古（
消
防
総
務
課
長

司
令
長
）

▼
溝
呂
木
忠
男（
消
防
署
長
司
令

長
）

▼
上
原
周
三（
下
水
道
課
長
補
佐
）

育
課
）磯
部
八
重
子

▼
教
育
学
習
課
副
主
査（
学
校
教

育
課
）小
俣
智
明

▼
教
育
学
習
課
副
主
幹
技
師（
学

校
教
育
課
）山
口
昌
美

▼
教
育
学
習
課
副
主
査（
学
校
教

育
課
）福
嶋
孝
洋

▼
教
育
学
習
課
沢
松
幼
稚
園
副
主

幹
幼
稚
園
教
諭
園
長
事
務
代
理

（
学
校
教
育
課
）水
越
光
子

▼
教
育
学
習
課
大
鶴
幼
稚
園
副
主

幹
幼
稚
園
教
諭
（
学
校
教
育
課
）

石
井
美
佐
子

▼
教
育
学
習
課
用
務
員（
学
校
教

育
課
）岡
本
智
恵
子

▼
教
育
学
習
課
主
幹（
社
会
教
育

課
）天
野
　
久

▼
教
育
学
習
課
副
主
幹（
社
会
教

育
課
）岡
部
当
子

▼
教
育
学
習
課
主
査（
社
会
教
育

課
）小
西
直
樹

▼
教
育
学
習
課
主
任（
社
会
教
育

課
）井
上
将
寿

▼
教
育
学
習
課
主
任（
社
会
教
育

課
）横
瀬
　
葵

▼
教
育
学
習
課
主
幹（
社
会
教
育

課
）浅
井
文
隆

▼
教
育
学
習
課
副
主
幹（
社
会
教

育
課
）池
田
忠
利

▼
教
育
学
習
課
主
査
司
書（
社
会

教
育
課
）東
海
林
美
月

▼
教
育
学
習
課
主
幹（
社
会
教
育

課
）山
崎
貞
次
郎

市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
、（

）
内
は
旧
所
属
）
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▼
秋
山
保
育
所
副
主
幹
保
育
士

（
上
野
原
第
一
保
育
所
）藤
本
静

▼
巌
保
育
所
副
主
幹
保
育
士（
沢

松
幼
稚
園
）遠
山
美
保
子

▼
巌
保
育
所
保
育
士（
秋
山
保
育

所
）関
戸
理
恵

▼
上
野
原
第
一
保
育
所
副
主
査
保

育
士（
島
田
保
育
所
）武
原
志
穂

▼
経
済
課
副
主
幹（
建
設
課
）小
笠

原
嘉
秀

▼
経
済
課
副
主
査（
企
画
課
）舩
木

孝
之

▼
会
計
課
副
主
幹（
企
画
課
）清
水

靖
夫

▼
議
会
事
務
局
主
幹（
社
会
教
育

課
）尾
形
　
篤

▼
議
会
事
務
局
副
主
幹（
市
民
課
）

原
田
み
つ
子

▼
学
校
適
正
配
置
推
進
課
長（
学

校
教
育
課
）片
伊
木
卓
男

▼
学
校
適
正
配
置
推
進
課
主
査

（
学
校
教
育
課
）安
藤
哲
也

▼
学
校
適
正
配
置
推
進
課
主
任

（
学
校
教
育
課
）飯
塚
宣
裕

▼
教
育
学
習
課
副
主
幹（
議
会
事

務
局
）尾
形
公
芳

▼
教
育
学
習
課
主
幹（
福
祉
課
）横

瀬
一
利

▼
大
鶴
幼
稚
園
副
主
幹
幼
稚
園
教

諭
園
長
事
務
代
理
（
巌
保
育
所
）

鈴
木
和
子

▼
沢
松
幼
稚
園
副
主
査
幼
稚
園
教

諭（
上
野
原
第
二
保
育
所
）古
屋

美
保

〈
配
置
換
〉

▼
総
務
部
長（
福
祉
保
健
部
）山
闢

範
夫

▼
総
務
課
長（
市
立
病
院
）小
佐
野

進
▼
総
務
課
副
主
幹（
経
済
課
）小
俣

里
美

▼
総
務
課
主
査（
経
済
課
）尾
形
武

徳
▼
総
務
課
運
転
手（
企
画
課
）田
中

辰
雄

▼
企
画
課
主
任（
生
活
環
境
課
）田

中
重
則

▼
企
画
課
主
任（
福
祉
課
）佐
藤
慎

也
▼
企
画
課
主
任（
病
院
対
策
課
）夘

月
正
一
郎

▼
秋
山
支
所
長（
税
務
課
）加
藤
武

夫
▼
秋
山
支
所
主
幹（
総
務
課
）佐
藤

邦
彦

▼
市
民
課
主
査（
議
会
事
務
局
）山

本
直
美

▼
市
民
課
副
主
幹（
生
活
環
境
課
）

上
原
千
歳

▼
生
活
環
境
課
主
幹（
市
民
課
）織

田
隆
義

▼
福
祉
課
長（
市
民
課
）小
俣
幸
三

▼
福
祉
課
主
任（
社
会
教
育
課
）岡

部
桂
太
朗

▼
福
祉
課
主
査（
総
務
課
）橋
本
紀

子
▼
福
祉
課
保
健
師（
長
寿
健
康
課
）

池
田
智
子

▼
長
寿
健
康
課
副
主
幹（
企
画
課
）

志
村
光
造

▼
長
寿
健
康
課
保
健
師（
福
祉
課
）

長
島
雅
江

▼
上
野
原
第
一
保
育
所
長（
上
野

原
第
二
保
育
所
）尾
形
正
江

▼
上
野
原
第
二
保
育
所
長（
島
田

保
育
所
）八
木
連
子

▼
甲
東
保
育
所
副
主
幹
保
育
士
所

長
事
務
代
理（
大
目
保
育
所
）小

林
利
江

▼
棡
原
保
育
所
副
主
幹
保
育
士
所

長
事
務
代
理（
甲
東
保
育
所
）織

田
君
枝

▼
秋
山
保
育
所
長（
棡
原
保
育
所
）

波
多
野
伸
江

▼
大
目
保
育
所
副
主
幹
保
育
士
所

長
事
務
代
理（
西
原
保
育
所
）岡

部
順
子

▼
島
田
保
育
所
長（
大
鶴
幼
稚
園
）

尾
形
元
子

▼
西
原
保
育
所
副
主
幹
保
育
士
所

長
事
務
代
理（
上
野
原
第
一
保

育
所
）宮
地
よ
し
子

▼
上
野
原
第
一
保
育
所
副
主
幹
保

育
士（
秋
山
保
育
所
）原
田
郁
江

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

3
月
31
日
付
け
で
、
上
野
原

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
、
溝
呂
木
森
雄
さ
ん
、

臼
井
和
文
さ
ん
、
原
田
保
正
さ

ん
が
、
市
議
会
の
選
任
同
意
を

受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

原田保正さん 臼井和文さん 溝呂木森雄さん

▼
消
防
署
消
防
司
令（
消
防
署
秋

山
出
張
所
）奈
良
雄
三

▼
消
防
総
務
課
消
防
士
長（
消
防

署
）古
瀬
村
健
司

▼
消
防
総
務
課
消
防
副
士
長（
消

防
署
）中
嶋
清
仁

▼
消
防
署
消
防
司
令（
消
防
総
務

課
）舩
木
万
一

▼
消
防
署
消
防
司
令
補（
消
防
署

秋
山
出
張
所
）富
田
公
治

▼
消
防
署
消
防
司
令
補（
消
防
総

務
課
）古
家
昭
浩

▼
消
防
署
消
防
司
令
補（
消
防
署

秋
山
出
張
所
）市
川
　
浩

▼
消
防
署
消
防
士
長（
消
防
総
務

課
）石
田
　
豊

▼
消
防
署
秋
山
出
張
所
消
防
司
令

補（
消
防
署
）野
崎
孝
征

▼
消
防
署
秋
山
出
張
所
消
防
副
士

長（
消
防
署
）市
川
順
健

▼
消
防
署
棡
原
出
張
所
消
防
副
士

長（
消
防
署
）矢
島
清
二

広
報
担
当
部
署
が

変
わ
り
ま
し
た

市
の
組
織
の
見
直
し
に
よ
り
、

4
月
1
日
か
ら
広
報
の
担
当
部
署

が
企
画
課
秘
書
広
報
担
当
か
ら
企

画
課
政
策
推
進
担
当
に
変
わ
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
広
報

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



大
目
地
区

岡
部
陸り

く（
幸
一
）

巌
地
区

土
屋
温
輝

あ
つ
き（

鉄
平
）、
柏
木
陽
花
里

ひ

か

り

（
勝
）、
安
藤
千
尋

ち
ひ
ろ（

嘉
規
）、
細
田

湧
斗

ゆ
う
と（

光
弘
）、
山
下
爽
吾

そ
う
ご（

昌
男
）、

小
林
遼
大

は
る
と（

博
倫
）

島
田
地
区

佐
藤
蒼
来

そ

ら（
望
）

上
野
原
地
区

市
川
桃
花

も
も
か（

公
彦
）、
山
口
涼り

ょ
う（

重
成
）、

中
嶋
陽
菜

は
る
な（

清
仁
）、
加
藤
利
菜

り

な

（
浩
司
）、
中
川
春
奈

は
る
な（

泰
司
）、杉
本

光
来
斗

み

く

と（
尚
也
）、
水
越
瑠
奈

る

な（
正
義
）、

鳥
居
大
慈

だ
い
じ（

泰
彦
）、
細
川
怜れ

い（
隆
広
）、

志
村
春
翔

は
る
と（

佳
樹
）

秋
山
地
区

守
屋
花
華

は

な（
昆
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
3
月
中
届
出
分
＝
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富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

み
な
さ
ん
は
喫
煙
の
害
を
ど
の

く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？

喫
煙
は
、
肺
が
ん
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
が
ん
、
気
管
支
炎
や

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）、

心
疾
患
や
胃
潰
瘍
等
、
様
々
な
病

気
の
発
生
に
関
わ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
美
容
の
面
で
も
、

皮
膚
の
老
化
を
早
め
て
、
し
み
や

し
わ
を
増
や
し
て
し
ま
う
等
の
影

響
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

普
段
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人

で
も
決
し
て
安
心
は
で
き
ま
せ

ん
。
副
流
煙
に
は
主
流
煙
よ
り
も

濃
度
の
高
い
多
く
の
有
害
物
質
を

含
み
、
副
流
煙
を
吸
う
こ
と（
受

動
喫
煙
）は
喫
煙
者
と
同
様
の
害

を
受
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

様
々
な
害
が
明
ら
か
に
な
る

中
、
世
界
的
に
喫
煙
対
策
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
た
ば
こ
の
害

を
理
解
し
自
分
や
周
囲
の
人
た
ち

の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
4
）

看
護
の
日
・
看
護
週
間

〜
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
〜

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
の
生
誕
日
に
あ
た
る
5
月
12

日
は
「
看
護
の
日
」
に
、
5
月
11

日
〜
17
日
の
間
を
「
看
護
週
間
」

と
し
、「
フ
ェ
ス
タ
看
護
」
と
銘

打
っ
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

《
第
30
回
山
梨
県
看
護
大
会
》

●
日
時

5
月
16
日（
金
）
午
後

2
時
〜

●
場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

《
看
護
の
心

普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

●
日
時

5
月
11
日（
日
）〜
17
日

（
土
）

●
場
所

管
内
駅
前
・
病
院
他

《
1
日
看
護
師
》

●
開
催
時
期

6
月
〜
7
月

●
対
象
者

管
内
高
校
生

《
病
院
訪
問
事
業
》

●
開
催
時
期

5
月
〜
8
月

●
対
象
者

管
内
中
学
生

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
4
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 佐藤 華蓮
か れ ん

ちゃん（3歳3か月）

政宗
まさむね

くん（1歳5か月）
昌利さんと早代さんの長女・長男

“きょうだい仲良く、明るく元気に育ってね！”

上野原地区 安田　結月
ゆ づ き

ちゃん（1歳7か月）
賢さんと節子さんの長女

“元気いっぱい、すくすく大きくなぁれ！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



巌
地
区

長
幡
驪
一
＝
伊
藤
友
実

大
鶴
地
区

闍
橋
充
志
＝
小
林
ひ
と
み

上
野
原
地
区

白
鳥
智
也
＝
加
藤
由
美
子

久
嶋
秀
文
＝
長
井
宏
予

岩
闢
健
＝
福
田
友
美

氏
家
芳
生
＝
清
水
幸
子

棡
原
地
区

石
井
俊
吾
＝
平
賀
千
尋

大
目
地
区

森
屋
　
け（
守
利
）、
岡
部
正
枝

（
眞
伍
）、
佐
々
木
静
江（
喜
行
）

甲
東
地
区

阿
部
芳
江（
喜
一
）

巌
地
区

西
田
金
造（
真
吾
）

島
田
地
区

福
島
ト
ク（
一
美
）、
河
内
一
江

（
一
郎
）

上
野
原
地
区

老
川
功（
富
子
）、
山
闢
ト
ク（
明
）、

守
屋
嘉
一（
闍
橋
秀
樹
）、石
井
愛
子

（
久
）

棡
原
地
区

土
屋
久
仁
雄（
壮
司
）
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◇『
や
る
気
の
な
い
刺
客
』

佐
藤
雅
美
／
著
　
角
川
書
店

元
渡
世
人
で
、
今
は
小
さ
な

医
院
を
開
い
て
い
る
宗
哲
。
あ

る
日
、
人
宿
で
奉
公
を
願
い
出

た
女
が
持
ち
込
ん
だ
騒
動
の
意

外
な
顛
末
と
は
？

◇『
狐
火
の
家
』

貴
志
祐
介
／
著
　
角
川
書
店

長
野
県
の
農
村
で
殺
人
事
件

が
発
生
。「
硝
子
の
ハ
ン
マ
ー
」

で
お
な
じ
み
の
弁
護
士
純
子
と

防
犯
探
偵
榎
本
が
密
室
の
謎
を

暴
く
。 上

野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

55
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

4 5 6 7 8 9
3
10

11 12 13 14 15 16 17
2018 19
27 28
21 22 23 24

25 26

21

29 30 31

一

般

書

◇
『
あ
な
た
の
余
命
教
え
ま
す
』

幸
田
真
音
／
著
　
講
談
社

◇
『
神
の
名
前
』

花
村
萬
月
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
そ
ろ
そ
ろ
旅
に
』

松
井
今
朝
子
／
著
　
講
談
社

◇
『
美
貌
と
処
世
』

林
真
理
子
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
戸
村
飯
店
青
春
100
連
発
』

瀬
尾
ま
い
こ
／
作
　
理
論
社

◇
『
女
子
の
古
本
屋
』

岡
崎
武
志
／
著
　
筑
摩
書
房

◇
『
星
に
降
る
雪
／
修
道
院
』

池
澤
夏
樹
／
著
　
角
川
書
店

◇
『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
タ
イ
ル
の

私
ら
し
い
暮
ら
し
』

学
研

◇
『
喪
失
の
響
き
』

キ
ラ
ン
・
デ
ザ
イ
／
著
　
谷
崎

由
依
／
訳
　
早
川
書
房

児

童

書

◆
『「
赤
毛
の
ア
ン
」
の

島
でL

･M

･
モ
ン
ゴ
メ
リ
』

奥
田
実
紀
／
著
　
文
渓
堂

◆
『
バ
レ
エ
な
ん
て
、
き
ら
い
』

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
／
作

武
富
博
子
／
訳
　
講
談
社

◆
『
ヒ
グ
マ
の
楽
園
』

久
保
敦
親
／
写
真
・
文
　
ポ
プ

ラ
社

◆
『
女
子
の
国
は
い
つ
も
内
戦
』

辛
酸
な
め
子
／
著
　
河
出
書
房

新
社

◆
『
お
ば
け
屋
の
お
ば
け
た
ま
ご
』

あ
わ
た
の
ぶ
こ
／
文
　
た
だ
は

る
よ
し
／
絵
　
小
峰
書
店

絵

本

○
『
ヨ
ウ
カ
イ
と
む
ら
ま
つ
り
』

永
井
郁
子
／
絵
　
ビ
ー
ゲ
ン

セ
ン
／
作
　
汐
文
社

○
『
み
ず
た
ま
レ
ン
ズ
』

今
森
光
彦
／
さ
く
　
福
音
館
書

店
○
『
お
で
ん
さ
む
ら
い

し
ら
た
き
の
ま
き
』

西
村
繁
男
／
絵
　
内
田
麟
太

郎
／
文
　
く
も
ん
出
版

○
『
な
か
な
お
り
』

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
／
絵

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ゾ
ロ
ト
ウ
／

文
　
童
話
屋

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
バ
ッ
ト
マ
ン
』

◎
日
時
　
5
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
10
分

午
後
2
時
〜
3
時
10
分

☆
お
は
な
し
会
☆

『
や
さ
い
さ
ん

ご
め
ん
ね
』
ほ
か

◎
日
時
　
5
月
17
日
（
土
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〜
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ン
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読
館
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宮
本
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／
作

『
泥
の
河
』

他

◎
日
時
　
5
月
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日
（
日
）

午
後
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時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

死

亡

今
月
の
一
冊

婚

姻

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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秋山体育会バレーボール部は3月23日、秋山中学
校体育館において、秋山ソフトバレーボール大会を行
いました。市内外から男女混合で編成された24チー
ムが参加し、勝利を目指してネット際で白熱した試合
を繰り広げました。

お茶会を体験！

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

3月12日、甲東保育所の園児が甲東地区にある西光寺を訪れ、「お茶会」
を体験しました。園児たちはお茶会でのルールを習った後、お菓子や抹茶
が目の前に配られると、緊張した面持ちで隣に座る園児に「お先に…」と
声を掛け、「お手前頂戴いたします」と習った言葉使いや礼儀作法を見事
にこなしていました。
甘いお菓子と苦い抹茶を味わった園児たちは、日本の伝統文化をほん

のちょっぴり体験したひとときを過ごしました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,554人 （－181）
男 ●13,743人 （－97）
女 ●13,811人 （－84）
世帯●9,988世帯 （－66）
平成20年4月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●秋山ソフトバレーボール大会
上野原市社会福祉協議会では、3月11日に市老人

福祉センターで老人囲碁大会を開催しました。この大
会は、高齢者活動の一環としてお年よりの親睦を図る
ことを目的に行われました。この日は、市内の囲碁愛
好者約20人が参加し、対戦しました。

●老人囲碁大会

3月12日、四方津小学校の児童が市社会福祉協議
会に車いす1台を寄贈しました。四方津小学校では児
童会活動の一環として、10年ほど前からアルミ缶回
収のリサイクルに取り組み、回収で得た収益金から車
いす1台を購入し、寄贈しました。

●四方津小学校が車いすを寄贈
4月7日から降り始めた雨は、上野原市でトータル

176.0ミリを観測、8日の日中降水量は143.5ミリ
となり、平成11年（1999年）4月11日に記録した1
日の降水量88ミリを超え、上野原市の4月の日中降
水量としては最多の記録となりました。

●記録的な大雨を観測
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所
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